
中学生向け数学               中学校      学年 氏名 

（問題先頭の丸文字は問題を解ける学年を示し各学年で学ぶ項目は全てその学年に含ます。） 

③：（問題が Ｇ：良い、Ａ：基本、Ｄ：代表的、Ｓ：新規性、Ｈ：高水準、Ｆ：標準的） 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）、★★★（７５点必須） 

２４６ｇ０２０１２２ｉｖ 模試０５６ 難易度３ 

右の図のような正四角柱があり、底面は 1辺が４ｃｍの正方形で 

高さは８ｃｍである。これについて次の問に答えよ。 

[ 問１]～[ 問４]には数字を解答欄に記入せよ。 

１）★この正四角柱の対角線ＡＧの長さを求めよ。 

答え   [ 問１] [ 問２] ｃｍ 

２）★★点ＥからＢ,Ｄ,Ｇを頂点とする△ＢＤＧ 

に垂線をひき、交点をＰとする。このとき、 

ＥＰの長さを求めよ。 

答え   
[ 問３]

[ 問４]
 ｃｍ 
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問題の解き方と復習のポイント 

ポイント＝鉄則＝立体の問題は平面を書いて平面上で考える。 

ポイント＝長さ＝相似比、合同、三平方の定理 

２ ２ ２

２ ２ ２ ２ ２

２ ２ ２ ２ ２

１）ＡＧ＝ ４＋４＋８＝ １６＋１６＋６４＝ ９６＝４６

２）この問題は少し骨があります。この問題が解ければ優秀です。

　垂線ＥＰを含んだ最も簡単な平面を考えましょう。

　ＡＣ，ＢＤの交点をＭとし、△ＭＧＥを考える。

　ＭＧ＝ＣＭ ＋ＣＧ＝（２２）＋８＝８＋６４＝７２、ＭＧ＝６２

　ＭＥ＝ＡＭ ＋ＡＥ＝（２２）＋８＝８＋６４＝７２、ＭＥ＝６２

　ＥＧ＝４２

　ＥからＭＧに垂線を下ろした長さがＥＰ

°



２ ２ ２ ２

である。

　ＭＮ＝（６２）－（２２）＝７２－８＝８、ＭＮ＝８

　△ＭＮＧと△ＥＰＧは

　∠ＭＮＧ＝９０＝∠ＥＰＧ

　∠ＭＧＮ＝∠ＥＧＰ（共通）

　２組の角がそれぞれ等しいので△ＭＮＧ∽△ＥＰＧ

　ＭＧ：ＭＮ＝ＥＧ：ＥＰが成立つ

　６２　：８＝４２　：ＥＰ

８ ４２ １６
　ＥＰ＝ ＝ 　（ｃｍ）

３６２
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